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第48回 全国年次大会（in四国）開催にあたって

これからの時代へ 四国で あたらしい発見を！

第48回全国年次大会大会運営委員長

四国支部長山本 寿美江

第48回日本交流分析協会全国年次大会は、四国松山市で開催する運びとなりま

した。四国支部で開催するのは、これで３度目となる大会となります。昨年の東

北支部盛岡大会から暖かいバトンを受けて、今回は海を越え橋を渡って4県の島

“四国”での開催となります。

近年、SNSが日常となり随分行き来の仕方に変化がありました。人と人との距

離がデジタルによって近くなり、コミュニケーションの仕方も一昔前の直筆の文

字ではなくデジタルな文字や絵で伝え合うという流れが自然にできてきています。

こういったコミュニケーションの変化によって、これからの時代をどんな風に

開いていくのか。様々な世代を超えて、違った環境での育ちを越えて、私たちは

どう向き合いどんなバトンを渡していくのか、今回は各方面でこれからの時代を

作っていく人たちと向き合っている皆様からお話を頂く事になっております。是

非この2日間で「様々な気づき」をお持ち帰り頂ければと思います。

四国にはどの県にも違ったカラーがあり地域色豊かな文化が溢れています。是

非皆様と「目と目で通じ合う」コミュニケーションをお楽しみいただければと思

います。

今回は、ハイブリット開催も予定しております。四国で“待っとるけんねぇ～”

交流分析を人生に活かし、ありのまま、
あるがままの自分を生きる

特定非営利活動法人日本交流分析協会

理事長廣瀬 一郎

協会創立48周年の全国年次大会は四国（松山）開催、大会テーマは「TA（交流

分析）でありのまま、あるがままの自分を生きる ～これからの時代をつくる

わたしたち～」です。

交流分析は人間に対する深い造詣と洞察、真理を根底にもち、分野を問わず実

践面でも役立つ優れた理論です。本大会のテーマには、ありのまま、あるがまま

の自分を生きるために、すべての人の日常生活や人生の中で交流分析は活用・実

践できる、というメッセージが込められています。

基調講演は、私から人生100年時代の交流分析についてお話させていただきま

す。特別講演では、愛媛県のご出身で日本における認知行動療法の第一人者であ

る一般社団法人認知行動療法研修開発センター理事長の大野裕先生をお迎えし、

リカバリーをテーマにご講演いただきます。また、厚生労働省委託事業「こころ

の耳」運営事務局長の石見忠士氏にもお話をいただきます。そのほか、様々な現

場の第一線で個人や組織、社会の支援活動にあたる方々をお迎えし、松山大会な

らではの企画もご用意しています。

本大会を通して、多くの方が交流分析の魅力を再発見し、「まず、わたしが交

流分析の理論を体現しよう」と踏み出す2日間となれば幸いです。
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日程・プログラム
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　1日目

12：30～13：00 受付

13：00～13：20

開会式　開会宣言（大会運営委員長）

　　　　理事長挨拶

　　　　来賓紹介・会員表彰

基調講演

　「交流分析から学ぶライフサイクル」

　　～気づいたらスタート、行動はリフレームを生む～

　　講師：廣瀬 一郎

　　　　　NPO法人日本交流分析協会 理事長

14：50～15：10 休憩

特別企画

　「職場のメンタルヘルス対策の最新動向と

　　　”エゴグラムセルフチェック”の活用法」

　　講師：石見 忠士 氏

　　　　　一般社団法人日本産業カウンセラー協会

　　　　　こころの耳運営事務局 事務局長

15：40～15：50 休憩

15：50～17：20

トークショー

　「これからの時代をつくるわたしたち

　　　　あなたの可能性を広げる選択は…」

　　　　武井 義定 氏　伊藤 義徳 氏　桐木 陽子 氏

　　　　田中 節子 氏　江花 昭一 氏　(順不同)　司会進行：山本 寿美江

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

17：20～18：00 休憩・交流会準備

18：00～20：00 ストローク交流会

　2日目

  9：00～9：30 受付

  9：30～10：30

合評会

　論文指導・審査委員会

　　発表者：田中 恵子（関東支部）

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

10：30～10：50 休憩

特別講演

　「リカバリーを目指す認知行動療法と

　　　　　　　　　　　　　　実践への応用」

講師：大野 裕 先生

　　　精神科医

　　　一般社団法人認知行動療法研修開発センター 理事長

12：20～12：40 休憩

12：40～13：00
閉会式

四国支部副支部長挨拶・関東支部へバトンタッチ・閉会宣言

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

●オンデマンド配信は、10月17日(金)から11月16日(日)までWebブラウザのみで視聴できます。

13：30～14：50

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

15：10～15：40

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

10：50～12：20

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

10月11日（土）13：00～17：20

10月12日（日）9：30～13：00

大会議室

ハイブリッド方式

後日オンデマンド

配信

大会議室



基調講演・特別講演

基調講演

10月11日(土) 13：30～14：50
「交流分析から学ぶライフサイクル」

～気づいたらスタート、行動はリフレームを生む～

NPO法人日本交流分析協会 理事長

廣瀬 一郎（ひろせ いちろう）

特別企画

10月11日(土) 15：10～15：40

「職場のメンタルヘルス対策の最新動向と
”エゴグラムセルフチェック”の活用法」

一般社団法人日本産業カウンセラー協会
こころの耳運営事務局 事務局長

石見 忠士（いわみ ただし）氏

●プロフィール●

公認心理師、キャリアコンサルタント

2008年メンタルヘルス対策支援センター（現「東京産業保健総合支援センター」）のメンタルヘルス対策促進員として活動。

当時300社以上を支援し、メンタルヘルス研修や職場復帰支援プログラムの作成支援などを行う。

2011年より現職。厚生労働省委託事業「こころの耳」サイト事業の運営責任者としてメンタルヘルスに関する法・制度の最新

動向はもちろん、全国の先進・良好事例を自ら取材し、働く人・家族・組織に役立つ情報を提供している。

2023年度：厚生労働省補助事業（中央労働災害防止協会）「職場のコミュニケーション活性化に関する検討委員会」委員長

開設して16年以上経つ、厚生労働省サイト「こころの耳」では、日本交流

分析協会協力のもと、2024年12月に「5分でできるエゴグラムセルフ

チェック2024」を制作、公開いたしました。国が進める昨今の職場のメン

タルヘルス対策の取組みのほか、このチェックツールの活用方法などにつ

いてご紹介いたします。

“人生100年時代”を迎え、人々は自分らしい学び方や働き方、生きがいを探求し

始めています。そのような中で、これからの時代をつくる私たちには、自分の責

任において、ありのまま、あるがままの自分を生きること、自律した生き方を通

して社会や仲間に貢献することが、ますます求められていると言えるでしょう。

この時代の要請に応え、私たちを力強く後押ししてくれるものの１つが、交流分

析理論の学びと実践です。自分あるいは人類の過去と現在、未来を融合させ、未

来を想像する。そして、未来から「今」を想像、創造し、多種多様な人々と世代

や違いを超えて関係構築し共創・協働を図ることが、私たちの目指す新しい社会

の実現につながると考えます。

●プロフィール●

法務・労務を専門とするコンサルタント事務所を開設以来、組織と個人のこころのありように価値をおき、コンサルティングと

カウンセリングを融合した総合的支援に取り組んでいる。行政書士法人すこやか法務事務所代表社員、社会保険労務士法人THE 

Human Consulting & Counseling代表社員、サクセスブレーンズ株式会社代表取締役、カウンセリングルーム松山こころの栞

（独立行政法人労働者健康安全機構 事業場外資源のうちメンタルヘルス相談の専門機関登録）、シニア産業カウンセラー、厚生

労働省 働き方改革推進支援センター派遣アドバイザー 他
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特別講演・合評会

特別講演

●プロフィール●

1978年、慶應義塾大学医学部卒業と同時に、同大学の精神神経学教室に入室。その後、コーネル大学医学部、ペンシルバニア大学

医学部への留学を経て、慶應義塾大学教授を務めた後、2011年6月より、国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 認

知行動療法センター 初代センター長に就任、現在顧問。日本認知療法・認知行動療法学会初代理事長、日本ストレス学会理事長を

歴任。現在、一般社団法人認知行動療法研修開発センター理事長、ストレスマネジメントネットワーク代表（大野研究所所長）、

長崎大学客員教授。日本ポジティブサイコロジー医学会理事長

10月12日(日) 10：50～12：20
「リカバリーを目指す認知行動療法と実践への応用」
精神科医
一般社団法人 認知行動療法研修開発センター 理事長

大野 裕（おおの ゆたか）先生

アーロン・ベックが認知療法（認知行動療法）の考え方を発表してから半世紀以

上経ちますが、その間の大きな発展として、人が体験するネガティブ感情に自己

防衛的な役割があることと、ポジティブ感情が自分らしく生きていくために重要

な役割を果たすことを認識するようになった点が挙げられます。その発展を臨床

的に生かしたアプローチがリカバリーを目指す認知療法で、今回の講演では、認

知療法・認知行動療法が重視する基本的なアプローチを紹介した上で、リカバ

リーを目指す認知療法について説明することにします。
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指導会員資格更新制度では、年次大会参加による資格ポイントは３点です。
●TA心理カウンセラーは、大野裕先生の特別講演を視聴することにより、TA心理カウンセ
ラー資格更新ポイント１点を取得できます。

指導会員更新ポイントの特例措置

10月12日(日) 9：30～10：30 論文合評会合評会

当委員会では、昨年に続き『TA実践研修』誌掲載論文の“合評会”を行い

ます。

論文の書き方を学ぶ上での方法として、他者の論文を読んで、書き方な

どを参照することは、大いに役に立ちます。皆で読み合いをしていくこ

とで、論文が身近に感じられることも“合評会”の意義のひとつです。論

文の投稿を考えている会員の皆様には、論文の書き方の参考にもなりま

すので、ぜひご参加いただきたいと存じます。

 発表者は、『TA実践研究 2023.Vol.13』に掲載された「ストローク・

エコノミーとラケット感情の関係性」の著者、関東支部の田中恵子さん

です。

田中さんは短大の授業の中でTAを取り入れ、学生の自己肯定感とコ

ミュニケーションスキルの向上を目指して日々指導をされています。今

回はその貴重な研究結果をご本人が発表する機会となりますが、会場の

皆様とご意見やご感想などを大いにいただきながら進めて参ります。

関東支部

田中 恵子
（交流分析士准教授）

論文指導・審査委員会



トークショー

これからの時代をつくるわたしたち

あなたの可能性を広げる選択は…

私たちは“これからの時代”を創造していくといえるでしょう。様々
な立場におられる5人の専門家が語る“私たちのこころ”を通して、
ご自身の思考、行動、感情に気づき、わたしたちの可能性を広げる
ヒントを見つけてみましょう。

伊藤義徳氏
人間環境大学総合心理学部 教授
日本心理学会 理事
日本認知・行動療法学会 理事
日本マインドフルネス学会 理事
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武井 義定 氏
社会福祉法人愛媛いのちの電話 理事長
学校法人勝山学園勝山幼稚園 元園長

桐木陽子 氏
松山東雲女子大学・松山東雲短期大学 副学長
公益財団法人松山市男女共同参画推進財団 

理事長
愛媛県男女共同参画推進会議 会長

江花昭一氏
交流分析学会理事長
神奈川大学人間科学研究所客員教授
神川大学保健管理センター（校医・産業医）
南浦和つながりクリニック院長

田中節子氏
一般社団法人日本産業カウンセラー協会 

代表理事

10月11日（土）15：50～17：20

（順不同）

司会進行：山本寿美江



ストローク交流会
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【銀幕の裏側からみる四国の魅力】を語る

案内役：泉谷 昇（いずみたに のぼる）氏

プロフィール
前NPO法人ジャパン・フィルムコミッション理事長
NPO法人いよココロザシ大学 理事長・学長
1971年東京都出身。高校卒業後渡米。映画製作などを学び帰国。
コンサルティング業務を経て、2002年～2008年愛媛県観光課勤務。
えひめフィルム・コミッション担当。2008年～2011年松山市観光産業振興課勤務。
観光企画、フィルム・コミッション担当。

【撮影誘致・支援を手掛けた映画作品】
「世界の中心で、愛をさけぶ」「HERO」「がんばっていきまっしょい（TV版、アニメ版）」「書道
ガールズ」「坂の上の雲」「真夏の方程式」「バスカヴィル家の犬」「離婚しようよ」「劇場版トリリ
オンゲーム」など500本以上

総務省地域力創造アドバイザー
松山東雲女子大学・短期大学非常勤講師（ボランティア論）
公益財団法人「えひめ西条つながり基金」評議員
愛媛大学非常勤講師、愛媛国際映画祭プロデューサー、国重要文化財萬翠荘顧問など歴任

10 月 11 日（土）18：00～20：00
参加費：4,000 円（税込）飲食付

交流会は、「伊豫之國松山水軍太鼓 鼓響倶

楽部」の、水軍太鼓で幕開けします。

「四国」と言えば四国88ヶ所巡りが有名で

すが、四国には豊かな自然や私たちも知らな

い名所が沢山あります。

前NPO法人ジャパン・フィルムコミッショ

ン理事長の泉谷昇氏より、様々な映画やドラ

マの舞台づくりを通じて、四国の魅力をお伝

えしたいと思います。「舞台と四国」新たな

発見をお楽しみください。

●伊豫之國松山水軍太鼓
伊豫之國松山水軍太鼓は昭和54年4月に創作された松山の新しい郷
土芸能です。
中世に瀬戸内海で活躍した河野水軍の戦いのドラマを5曲に分けて
和太鼓で表現しています。現在は、「道後温泉ばやし」や「隼」な
ど15曲が、松山水軍太鼓として親しまれています。

●伊豫之國松山水軍太鼓 鼓響倶楽部（こきょうクラブ）
平成元年に公民館活動の一環で結成し、道後の秋祭りの宮出しや巡
町で太鼓方として祭りを盛り上げ、また、お正月の銀天街の練り歩
き太鼓、愛媛マラソン応援太鼓、夏の松山まつり、地域の盆踊り・
文化祭など、多くの出演を通して太鼓を楽しんでいます。

オープニングアトラクション

【伊豫之國松山水軍太鼓】
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第48回 全国年次大会in四国 参加のご案内

ハイブリッド・オンデマンド配信

●ハイブリッド参加
10月初旬に参加費のお支払が完了してい
る方へ、事務局から視聴用URLを記載した
メールを送信します。大会期間中、同じ
URLで視聴可能です。

●オンデマンド配信
当日参加できなくてもお申込みをしておけ
ば、オンデマンド配信で視聴できます。参
加費のお支払が完了している方へ配信開始
日までに事務局から視聴用URLを記載した
メールを送信します。
オンデマンド配信期間：
10月17日(金)～11月16日(日)
※オンデマンドプログラムについては
Webブラウザのみで視聴可能です。

会場への案内

松山市総合コミュニティセンター
〒790－0012 愛媛県松山市湊町七丁目5番地

TEL 089-921-8222
●松山市駅から
伊予鉄バス（JR松山駅前行）または（津田団地前行）
約３分 松山コミュニティセンター前で下車

●JR松山駅から
伊予鉄バス（久米駅前行）約２分
松山コミュニティセンター前で下車

●伊予鉄電車
高浜線（大手町駅）から徒歩約７分

ストローク交流会参加費

論文委員会の合評会

来場参加：4,000円（税込）

年次大会申込者全員が参加可能です。

お申込み受付期間
2025年8月1日(金)～9月26日(金)まで

大会参加費等返金に関する注意

ご入金後は、大会参加費の返金はできませ
んのでご注意ください。

年次大会参加方法と定員

年次大会参加費

会場参加 ：定員150名

ハイブリッド参加：定員100名

※定員に余裕がある場合、

当日のご参加も受付します。

会 員 7,000円（税込）

学 生 4,000円（税込）

一 般 7,000円（税込）

オンデマンドのみ 7,000円（税込）

※「会場参加」・「ハイブリッド参加」

参加費同額

※「学生」区分に大学院生は含みません。

お支払方法

お支払期限：2025年9月26日(金)

「銀行振込」「コンビニ支払い」「クレ
ジットカード決済」を選択いただけます。

お申込み方法

お申込みはインターネットから日本交流
分析協会ホームページ
https://www.j-taa.org/ より、第48回
全国年次大会→「お申込みはこちら」へ
お進みください。
お申込みについての操作方法はTOPペー
ジに掲載の「操作マニュアル」をご覧く
ださい。

スマートフォンから申し込
む場合は右のQRコードか
らご利用になれます。
お申込みサイトはこちら

四国の観光情報はこちらから
四国支部ホームページ
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